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「川場一泊旅行」

　　　　　　　　　　　　　　

感想

　

記

　

今年でＪ回目のＦ道東丿地区合芦交流会ｊが、９月

／日～Ｊ日ｒかけて行竃われ、各地区の希望者が忿加

して有意義ｒ.稗了致しました９

　

１た、来年は帯広地区が担当して、開催塀所を「阿

寒湖畔」。と決定致しました。

　

今回の交沖会の感想女を暫名の方ｒ塀いて頂きまし

たので、ここで報告させていただぎまず。

　

贋稿を筰出して下yい/t･ました方々沢:は剪堆力ほんと

うｒありがとう御座居ました。

　　　　　　

「川湯一泊旅行の患出」

　　　

林田クリニック
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この度ヽ役員方･々のお世話侭:より、三地区合同の一

泊旅行Ｋ診加させて頂き、ありがとう御座居ました。

　

日項お世話Ｋｔり霞した｡市を病院の看筒婦さん、先

殖の方々が汀もっと、もっと」参加下さるものと、実

政楽しみ忙、楽しみｒ待って居ましたが、事情ｒより
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|’半身不髄の身より交流･灸出席」

　　　　

市立病院
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私は／＆才の時に交通事故ｒ合μ、半身不働の身と

とな !9、商人の家庭Ｋ嫁いで三人の子供を育て々がら･

健康｀良人の中ｒとびこんで、動か危い足を引っば!lｔ

がら商売と幼い三人の子供の育児Ｋ神経を使い過ぎ｀て

、4£ク年項から腎鯵が芦くたり、夕口年／月一ｒ尿歯症

をおこし．三日閻の腹膜カン涼をして三ヶ月で退院し

ｰましたけれども体が策くて、いつも重い荷物をしょっ

ている感じで三年間、生きる事のきびしさ、と自己･Z）宿

命と頑張ってき･ました．その後、ヵそを引き、また尿よ

襟症をおこし、意識不明ｒ‘なり生死をさまよっている

時ｒ「腹膜カン流」をして、初めて「シャント」を=作

って頂き、ﾀＪ年？月から「透研」をしています・

　

腎i祓病が長く、食事制限で透析して既もヽ＆く「骨」

がもろく折れている事ｒ気がっ老、’透析をしたがｰら手

術して、骨をささえる「金」を入れて頂き、七ヶ月長

い間のペットの上での生活から、松葉杖で外へ出れる

俤ｒｔりました．
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さんが傘加して‾ＦＩつて有曝く思って居ります。

／八達は仲々皆様方とお合いする機会がなぐ、この様

　　

を時こそ皆さんとお合砕出来、色々ｔ話しをして楽し

　　

みたいと思いました。

　　　

今慶の旅行で、先生をはじめ各地区の方々の色んな

　　

お話しを胃か､せて頂き、良き加行を楽しみ、有意義『

　　

遍しましたｉ，

　　　

今日も無事透析が終ったとｒほっとｊしている毎日

　　

ですが、何といっても「自分の体は自分で守」らねば’

　　

ヵ:らず、日項、気のっかｔい私ですが、この度の三地。

　　

区の方々の良き話しを聞き大変勉強Ｋｔタました。

　　　

一時紅生死の境をさまよい、またｓ失望した事もあ

　　　

りましたが、この楽しい旅行、温泉で思う存分の汗を

　　　

滞-した気分の良､さゝ･’-ＯＫ牧場で食べた肉のフジ、生き｡｡｡＿

　　　

ていて良かったと思う時ｒ目ｒは希みだｊが出て来ま

　　　

す。

　　　

人生は「苦」もあれば「楽」もあるとっぐづく感じ

　　

る者です。

　　　

体は不体康でも「心は健康」6C努め、明年「阿寒湖

　　

ｊでのレクリエーションＫ.と、今から楽しみＫ待つ者

　　

ですｃ

　　　

お互いｒ充分体･ｒ気を付け合って元気なこお合い致し

　　

ましよう‘。

／回、一泊で旅行するのです。今年は夕月／日～､2:日

忙川湯の「白樺荘」泊りｏ

　

釧路出発午後／時Ｊ∂分。青天ｒ恵まれ、身体･の不

自由－方社自家用車で、元気今方政マイタロパスめ二

車で、草原のすがすがしい空気を吸いーがら、掌周漸

で休みを殖ねて見学、次Ｋ硫黄山を見学して･白樺荘･『

午後μ時過ぎ忙到潜しました。私し始･め皆さんもバス

のっかれもなく元気でした。

　

ぷ時Ｊ∂分から食事をとり｀ながら、林Ｓタリｚツタ

院長、婦長さんを交えて懇談会。自分の健康を守るＫ

は、いろいろ万人の透析生活、食事方法を知る事も大

事です。色４ｔ自己管理方洪を話した!l、夜中まで遊

んだ方鳥居｀ます。

‥_｡演の日・・・また来年も合う事を期待して元気求そ
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れぞれ０方向ｒ帰りました・

　

私も脊友会の皆梯｡のあたたかい配慮で、二ｌと旅行

刄ど出来ないと思っていた私ｒ．何不自由させｔ:いで

とても楽しい旅行でした。どうもありがとう御座居ま

した。

　

これからイ永く生きるｊＫａ医師、看隋婦さんの指

導を守り、自己瞥理を充分注意して、来年は今年より

もっと多くの方が鴉席して、旅行を楽しいもの･Ｋしま

せんか。
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